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1　ヒノヒカリ 8月 25 日 9 月 1 日
2　べこごのみ 7月 26 日 7 月 29 日
3　夢あおば 8月 6日 8月 9日
4　べこあおば 8月 6日 8月 9日
5　モミロマン 8月 25 日 8 月 28 日
6　ホシアオバ 8月 25 日 8 月 18 日
7　たちすがた 8月 27 日 8 月 25 日
8　北陸 193 号 8 月 31 日 8 月 28 日
9　クサホナミ 9月 1日 9月 3日
10　ミナミユタカ 9月 1日 8月 28 日
11　モグモグあおば 9月 2日 9月 4日
12　クサノホシ 9月 3日 9月 4日
13　ミズホチカラ 9月 5日 9月 7日
14　たちすずか 9月 11 日 9 月 11 日
15　リーフスター 9月 15 日 9 月 17 日
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無コート 370 56.4 20.9 65.0 22.0 458 298 （100）
鉄コート 381 45.5 17.3 44.6 21.9 380 170 （57）
02 べこごのみ
無コート 234 75.8 17.7 38.1 22.8 405 154 （100）
鉄コート 325 47.7 15.5 21.3 23.5 365 78 （50）
03 夢あおば
無コート 198 89.8 17.8 55.5 25.1 447 248 （100）
鉄コート 293 60.8 17.8 54.5 24.9 443 242 （97）
04 べこあおば
無コート 231 78.4 18.1 53.2 32.1 581 309 （100）
鉄コート 251 71.8 18.0 66.6 32.5 586 390 （126）
05 モミロマン
無コート 181 150.9 27.3 46.2 22.6 618 286 （100）
鉄コート 193 132.1 25.5 59.3 21.9 557 331 （116）
06 ホシアオバ
無コート 181 107.3 19.4 52.0 29.3 570 296 （100）
鉄コート 194 105.9 20.5 59.2 30.1 617 366 （123）
07 たちすがた
無コート 137 127.3 17.4 62.9 22.0 384 242 （100）
鉄コート 178 111.6 19.9 64.8 23.8 473 307 （127）
08 北陸 193 号
無コート 165 150.4 24.8 82.1 21.7 539 442 （100）
鉄コート 234 144.1 33.7 77.4 19.3 650 503 （114）
09 クサホナミ
無コート 198 136.4 27.0 55.8 24.0 649 362 （100）
鉄コート 223 106.9 23.8 59.9 23.8 568 340 （94）
10 ミナミユタカ
無コート 173 165.9 28.7 69.4 16.2 465 323 （100）
鉄コート 177 149.1 26.4 75.4 16.2 428 323 （100）
11 モグモグあおば
無コート 177 136.1 24.1 40.9 28.5 687 281 （100）
鉄コート 168 132.1 22.2 45.6 28.8 640 292 （104）
12 クサノホシ
無コート 177 123.5 21.9 60.7 24.1 527 320 （100）
鉄コート 213 117.0 24.9 65.2 24.6 614 400 （125）
13 ミズホチカラ
無コート 183 132.6 24.3 62.5 20.6 500 313 （100）
鉄コート 270 99.4 26.8 69.5 20.0 536 373 （119）
14 たちすずか
無コート 166 38.7 6.4 81.8 22.4 144 118 （100）
鉄コート 190 40.4 7.7 82.9 22.8 175 145 （123）
15 リーフスター
無コート 175 105.8 18.5 65.3 20.3 376 246 （100）
鉄コート 207 94.1 19.5 64.9 20.4 398 258 （105）
16 タチアオバ
無コート 243 88.2 21.4 53.0 21.7 465 246 （100）
鉄コート 191 128.0 24.4 70.7 22.2 544 385 （156）
平均
無コート 199 110.2 21.0 59.0 23.5 488 265 （100）
鉄コート 231 99.1 21.5 61.4 23.6 498 306 （116）
品種 ** ** ** ** ** ** **















































無コート 1297 416 286 881 0.47 71.6
鉄コート 1154 274 164 880 0.31 62.0
2 べこごのみ
無コート 768 286 148 482 0.59 54.0
鉄コート 684 173 76 511 0.34 44.9
3 夢あおば
無コート 840 401 238 440 0.91 61.9
鉄コート 913 392 234 521 0.75 61.5
4 べこあおば
無コート 972 489 297 483 1.01 63.1
鉄コート 1025 557 376 467 1.19 70.0
5 モミロマン
無コート 1306 562 276 743 0.76 50.8
鉄コート 1146 561 324 585 0.96 59.0
6 ホシアオバ
無コート 1208 454 286 754 0.60 65.2
鉄コート 1387 515 344 873 0.59 71.1
7 たちすがた
無コート 960 364 234 596 0.61 66.4
鉄コート 1280 450 295 830 0.54 68.1
8 北陸193号
無コート 1458 583 425 875 0.67 75.8
鉄コート 1411 687 486 724 0.95 73.3
9 クサホナミ
無コート 1279 551 350 728 0.76 65.7
鉄コート 1165 496 330 669 0.74 68.6
10 ミナミユタカ
無コート 1483 485 310 998 0.49 66.7
鉄コート 1346 475 314 871 0.55 68.0
11 モグモグあおば
無コート 1338 479 271 858 0.56 58.6
鉄コート 1311 489 285 822 0.60 59.6
12 クサノホシ
無コート 1123 471 310 652 0.72 67.9
鉄コート 1446 579 392 867 0.67 69.1
13 ミズホチカラ
無コート 1048 491 303 557 0.88 63.7
鉄コート 1162 524 365 638 0.82 71.1
14 たちすずか
無コート 1308 154 114 1154 0.13 76.5
鉄コート 1439 188 140 1251 0.15 77.1
15 リーフスター
無コート 1283 326 236 957 0.34 75.3
鉄コート 2246 330 248 1916 0.17 78.2
16 タチアオバ
無コート 1382 379 237 1003 0.38 65.0
鉄コート 1578 544 378 1035 0.53 70.8
平均
無コート 1191 431 270 760 0.62 66
鉄コート 1293 452 297 841 0.62 67
品種 * ** ** ** ** **





















































































玄米収量 0.289 0.359*  －
乾物窒素利用効率 ‒0.194 0.391*  0.170 －
収量窒素利用効率 ‒0.225 ‒0.049 0.859** 0.302 －
シンク容量 0.185 0.093 0.753** ‒0.138 0.662** －
全重（籾+わら） 0.126 0.431*  0.330 0.557** 0.289 0.052 －
わら重 0.016 0.309 ‒0.091 0.520** ‒0.081 ‒0.333 0.902** －


























































































































































研         究         課         題 利用コース等（学部）
日本在来稲コアコレクションを用いた遺伝資源の評価
登熟期の高温による水稲白未熟粒発生の品種間差異
Cultivar Differences in Nitrogen Use Efficiency of Field Grown Rice Plants 
at Different Levels of Nitrogen Fertilizer
Effect of high-temperature and shading on growth, yield and dry-matter 
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